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JR相野駅
　　清水・清水寺《南回り》

JR相野駅　  清水・清水寺《北回り》
JR相野駅  　ぬくもりの郷

今田町市原  　営業所

JR相野駅  　兵庫陶芸美術館

JR篠山口駅  　JR藍本駅

JR篠山口駅  　営業所

JR篠山口駅  　住吉台循環

草山温泉  　JR篠山口駅

大芋・立金  　
篠山営業所・東中学校
《朝夕のみ運行》

奥原山  　篠山営業所・
　　　　  東中学校

福住  　JR園部駅福住  　市役所・篠山口駅

後川奥  　東中学校
《朝夕のみ運行》

後川  　日生中央

JR柏原駅  　営業所

JR相野駅

JR草野駅

JR篠山口駅

陶芸美術館

今田支所

丹南支所

西紀支所

多紀支所
城東支所

篠山市役所

神姫グリーンバス
篠山営業所

ハートピアセンター

火打岩線乗合タクシー

今田町黒石  　市役所経由
　　   バザールタウン方面

コミバスCルート

荒子新田  　JR篠山口駅
　　　　　　  市役所

コミバスAルート

ハートピアセンター
　　　　　 市役所

コミバスBルート

西紀支所分室

コミバス

乗合タクシー

路線バス

市町村有償運送

大芋線有償運送
　大芋地区内のほか、ささやま医療
センターや市役所などに行くことが
できます。

後川線有償運送
　後川地区内のほか、ささや
ま医療センターや市役所など
に行くことができます。

西紀中線有償運送
　西紀中地区内のほか、
岡本病院などに行くこと
ができます。

西紀北線有償運送
西紀北地区内で運行します。

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
篠
山
市
で
は
、
主
に
路
線
バ
ス

の
運
行
が
無
い
地
域
で
、
平
成
17

年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導

入
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
手

段
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
お

り
、
近
年
で
は
ピ
ー
ク
時
の
約
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
路
線
バ
ス
を
含
め
た

公
共
交
通
を
見
直
す
た
め
、
交
通

事
業
者
な
ど
と
の
協
議
を
経
て
再

編
案
を
作
成
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

再
編
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　
路
線
バ
ス
は
主
に
通
勤
や
通
学

に
、
日
中
の
み
運
行
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
は

主
に
通
院
や
買
い
物
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に

留
意
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

①
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償

運
送
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
移
動

手
段
を
確
保
す
る
。

②
周
辺
地
区
か
ら
市
役
所
周
辺
や

篠
山
口
駅
方
面
に
、
お
お
む
ね

１
回
以
内
の
乗
り
換
え
で
１

日
３
往
復
程
度
の
行
き
来
を

可
能
に
す
る
。
特
に
需
要
が
多

い
医
療
機
関
へ
の
通
院
を
中

心
に
考
え
る
。

③
今
回
の
再
編
が
最
終
決
定
で
は

な
く
、
再
編
後
２
年
間
を
試
験

期
間
と
し
、
１
年
を
目
途
に
利

用
率
な
ど
を
検
証
す
る
。
利
用

状
況
に
よ
っ
て
運
行
日
数
、
ダ

イ
ヤ
、
運
賃
な
ど
の
見
直
し
を

行
う
。

主
な
変
更
点
は
？

　

再
編
案
で
は
、
路
線
バ
ス
の

一
部
廃
止
と
便
数
の
減
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
廃
止
と

残
す
ル
ー
ト
の
運
行
日
数
の
増
、

ま
た
こ
れ
に
よ
り
交
通
空
白
と

な
る
地
域
で
の
自
家
用
有
償
運

送
の
取
り
組
み
が
、
主
な
変
更

点
で
す
。

　

詳
し
い
時
刻
な
ど
は
、
３
月

に
広
報
紙
と
と
も
に
お
届
け
す

る｢

ま
る
い
の
ナ
ビ｣

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　路線バスやコミュニティバスなどを
補うため、タクシーを利用した際の運
賃の一部を助成します。
　対象は市内全域の高齢者等とし、
助成割合などについて検討していま
す。助成券の交付については申請制
とし、利用開始は平成30年7月から
を予定しています。

高齢者などのタクシー利用の
一部を助成する制度の創設

　基本的には現在のバスルートと大き
く変わりませんが、小回りのきく交通
手段に置き換えるために、一部の路
線においては減便や廃止をします。

○後川奥～営業所線、 立金～営業
所線の減便（主に通学に使う朝夕の便
を除く9:00 ～ 13:00の便を廃止し、
元々運行の無かった時間帯と合わせ
て、8:00 ～ 15:00までの交通空白
となる時間帯において、市町村有償
運送に切り替える）

○篭坊～小柿線の廃止（利用者数が
少なく、路線の維持が困難なため。
小中学生の通学手段については、後
川奥から篠山東中学校行きの便を延
伸して対応する）

路線バスの再編

　乗合バス事業によっては生活交通を確保する
ことが困難となる交通空白地帯（一部の交通空
白時間帯を含む）において、篠山市が実施主体
となって行う自家用車による有償運送です。実
施主体となる篠山市が地域の運行組織に委託
し、運行組織は組織代表者、運行管理責任者、
運転員、事務員、事故･苦情対応責任者などの
人員を確保し、安全運転に取り組みます。
実施地区　大芋、後川、西紀北、西紀中地区

　現在運行している7ルートを、村雲･今田･大山方
面を起点とした３ルートに再編します。これまでは、
曜日ごとに違ったルートを走っていましたが、この
ルートを平日毎日運行とします。
毎日運行に増便するルート
Ｂ 細工所発～篠山市役所行きに短縮
　奥県守、城東公民館への乗り入れ、
Ｃ 今田町黒石発～ささやま医療センター～杉(延伸)
Ｄ 大山発～味間～西紀南～岡野～城北～篠山行き
(変更なし)
廃止するルート
Ａ 西紀北、 Ｅ 大芋～村雲～福住、 Ｆ 篠山～城北～
城南～八上～味間、Ｇ 後川

コミュニティバスの再編 市町村有償運送事業の実施市町村有償運送事業の実施

→ Aルートに変更

地域の実情に応じた公共交通の
実現に向けて
平成３０年４月からよりきめ細かな運行に変わります
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▲

5

市政レーダー

問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２
／
教
育
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
７
０
９

問
い
合
わ
せ　
市
民
衛
生
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

平
成
29
年
度
三
宅
剣
龍
賞
・
み
ど
り
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化･

教
育
の
発
展
に
貢
献
し
た
12
人･

６
団
体
を
表
彰　
　
　
　
　

｢

ご
み
減
量｣｢

ご
み
の
出
し
方｣

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る

「
全
国一斉
情
報
伝
達
訓
練
」を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

三
宅
剣
龍
賞

粟あ
わ

野の

和か
ず

枝え（
舞
踊
）　
日
本
舞
踊
藤

間
流
名
取
と
し
て
、
地
域
の
文
化

振
興
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献

長な
が

澤さ
わ

迪み
ち

子こ（
舞
踊
）　
日
本
舞
踊
若

柳
流
楽
扇
会
の
代
表
と
し
て
、
地

域
の
文
化
振
興
と
伝
統
文
化
の
継

承
に
貢
献

溝み
ぞ

端ば
た

清き
よ

子こ（
舞
踊
、
小
唄
）　
今
田

小
唄
保
存
会
に
所
属
し
、
地
域
の

伝
統
芸
能
の
保
存
と
啓
発
に
尽
力

中な
か

野の

佑ゆ

香か（
書
道
）　
市
学
校
教
育

書
道
展
小
学
生
の
部
で
、
最
優
秀

山や
ま

下し
た

朋ほ
の

花か（
書
道
）　
市
学
校
教
育

書
道
展
中
学
生
の
部
で
、
最
優
秀

み
ど
り
賞

篠
山･

丹
南
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー

部　
第
66
回
近
畿
中
学
校
総
合
体

育
大
会
で
、
創
部
初
の
優
勝

篠
山･

丹
南
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

部　
第
18
回
全
日
本
中
学
生
都
道

府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
第
３
位
、
第
66
回
近
畿

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
第
４
位

ご
存
知
で
す
か
？

｢

30･

10
運
動｣

　

30･

10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま

る)

運
動
は
、
宴
会
な
ど
で
出
る

食
べ
残
し
を
削
減
す
る
た
め
、

宴
会
開
始
後
30
分
と
終
了
前
10

分
は
離
席
せ
ず
食
事
を
楽
し
む

時
間
と
す
る
運
動
で
す
。

　

日
本
で
は
、
本
来
食
べ
ら
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

る「
食
品
ロ
ス
」が
年
間
で
約

６
２
３
万
㌧（
平
成
26
年
度
推
計
）

発
生
し
て
お
り
、
国
民
一
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
毎
日
お
茶
碗
一

杯
分
の
食
べ
物
を
捨
て
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が｢

も
っ
た
い
な
い

の
気
持
ち｣

を
も
っ
て「
食
品
ロ

ス
」の
削
減
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
送
別
会
、
歓
迎
会

シ
ー
ズ
ン
で
の
30･

10
運
動
の
実

践
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ

け
て
出
し
ま
し
ょ
う

　
中
身
の
残
っ
て
い
る
ス
プ
レ
ー

缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
が
原

因
で「
ご
み
収
集
車
の
火
災
」「
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
の
爆
発
」が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
非
常
に
危
険
で

す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ご
み
と
し

て
出
す
場
合
は
、
必
ず
中
身
を
使

い
切
り
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
穴
を
あ
け
る
と
き
は
、
け
が
を

し
な
い
よ
う
に
火
気
の
な
い
風
通

し
の
よ
い
屋
外
で
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）は
、
国
か
ら
発
信
さ

れ
た
情
報
を
瞬
時
に
住
民
に
伝
え

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
下
記
の
と
お
り
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

を
通
じ
て「
全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
」を
行
い
ま
す
。
防
災
行
政

無
線
を
通
じ
訓
練
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
と
は

　
国
か
ら
発
信
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ

イ
ル
情
報
な
ど
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情

報
が
、
市
内
の
防
災
行
政
無
線
で

正
常
に
流
れ
る
か
の
訓
練
で
す
。

　
放
送
内
容
は
、
最
初
に
チ
ャ
イ

ム
音
が
鳴
り
そ
の
後
、「
こ
れ
は
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」と
放

送
が
流
れ
ま
す
。

と　
き

３
月
14
日(

水)

11
時
ご
ろ

※
地
震
や
台
風
な
ど
、
実
際
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た
、

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
る
区

域
　

多
紀
有
線
放
送
、
後
川
地
区
、

西
紀
防
災
行
政
無
線
、
篠
山
市
防

災
行
政
無
線（
篠
山
、
畑
、
城
北
、

岡
野
、
八
上
、
日
置
、
雲
部
、
大

山
、
味
間
、
城
南
、
古
市
、
今
田

地
区
で
防
災
ラ
ジ
オ
ま
た
は
戸
別

受
信
機
を
お
持
ち
の
世
帯
）

篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
か
る
た
部　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
選
手
権
大
会
兵
庫
県

大
会
団
体
戦
に
お
い
て
優
勝

篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

　
第
62
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
に
23
年
ぶ
り
に
出

場
し
ベ
ス
ト
４
、
第
72
回
国
民
体

育
大
会
に
も
出
場
し
、
軟
式
野
球

部
の
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
だ

篠
山
東
雲
高
等
学
校A

gLocal 
resources(

ア
グ
ロ
ー
カ
ル 

リ

ソ
ー
ス
ィ
ー
ズ)　

第
68
回
日
本

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
に
お
い
て
優
秀
賞

を
受
賞
。
放
置
竹
林
の
竹
の
活
用

と
、
丹
波
焼
に
黒
豆
み
そ
を
詰
め

て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

が
、
第
１
回
大
地
の
力
コ
ン
ペ
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

ヤ
ン
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
第
25
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ

西
関
西
秋
季
大
会
で
優
勝
し
、
全

国
大
会
に
出
場

團だ
ん

野の

亜あ

耶や･

林は
や
し

洵じ
ゅ
ん

菜な（
篠
山
中
３

年
）　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
で
16
歳
以

下
の
女
子
日
本
代
表
選
手
に
選
抜

さ
れ
、
国
際
大
会
に
出
場
し
活
躍

戸と

倉く
ら

紗さ

希き（
篠
山
中
３
年
）　
第
13

回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
兵
庫

県
代
表
選
手
に
選
抜
さ
れ
、
投
手

と
し
て
チ
ー
ム
を
ベ
ス
ト
８
に
導

い
た

細ほ
そ

山や
ま

太た
い

志し（
篠
山
東
中
３
年
）　
第

66
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
共
通
男
子
１
５
０
０
㍍

第
３
位
な
ど
優
秀
な
成
績

家い
え

谷た
に

日ひ
よ
り和（
丹
南
中
３
年
）　
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
季
節
ご
と
に

手
作
り
の
絵
手
紙
を
届
け
て
い
る

鈴す
ず

木き

優ゆ
う

真ま（
今
田
中
１
年
）　
平
成

29
年
度
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
小
説
部

門
学
齢
児
童
生
徒
の
部
で
優
秀
賞

西に
し

井い

拓た
く

海み（
関
西
学
院
大
学
１
回

生
）　

参
議
院
創
立
70
周
年
記
念

事
業
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
で「
当
事

者
の
声
を
伝
え
る
た
め
に
」が
優

秀
賞

ふるさとの貴重な動植物 

ナベブタムシ（ナベブタムシ科）
　体は丸く、扁

へ ん

平
ぺ い

。丸みのある板状の短い
翅
は ね

を持ち、暗褐色で、頭部や胸部・腹部・
翅の周縁部などは黄褐色の水生カメムシの
仲間です。湧き水が出る、底が砂や砂利の
水のきれいな河川や渓流に生息し、幼虫、
成虫は1年中観察できます。他の水生昆虫
の幼虫などを捕えて体液を吸います。本州・
四国・九州に分布していますが少なく、また、
兵庫県絶滅危惧種Ａランクのトゲナベブタム
シも篠山には生存していました。

丹波篠山自然塾 むしクラブ代表　
大
お お

塚
つ か

剛
ご う

二
じ

さんの協力

大きさ
8.5 ～ 9.0mm

市内でもごみ収集車で火災が発生
（平成29年5月）

　芸術・文化の高揚と教育の発展に貢献された方をたたえる三宅剣龍賞・みどり賞の表彰
式を2月11日、四季の森生涯学習センターで行いました。受賞された方は次の皆さんです

（敬称略）。おめでとうございます！




